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A　system 　that　included　both　images　and 　voice 　using 　a　personal　c 。 mputer 　was 　developed　to　provide　pharma −

ceuticai 　instructions　for　 outpatients 　aUhe 　medication 　 counter ．　A 　touch 　panel　 was 　 adopted 　for　easy 　 use 　by　 a

wide 　ra 腰ge　of　age 　groups．　The　sysIem 　consisted 　of　such 　items　as　Ihe
“
usage 　of 　externally 　applied 　drug

”
，
“
infor−

mation 　on 　disease
”
，
“
patient　education

”
and 　comprised 　eighntems 　Qver 　alL　A 　survey 　of 　105　patients　was 　con −

ducIed　and 　almost 　all　patients（95％）understood 　the　drug−related 　informatien　provided．　This　system 　was 　found

to　be　 an 　effective 　method 　for　providing　patients　with ¢ asily 　understood 　drug−related 　information　and 　most 　pa−

tients　actua 閣y　enjoyed 　 using 　this　system 　 which 　led　to　an 　improved　dissemination　of 　important　medication 　 re −

lated　information，
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緒 言

　第 3 次医療法改定 に よ り，医療 の 担 い 手 は，医療 を提

供 す る に 当 た り，適 切 な 説明 を行 い ，医 療 を受 け る 者の

理 解を得 る よ う努め る こ とが義務 付 け られ ，ま た薬 剤 師

法改定 に よ り，医薬品の 情報提供が義務付けられ，患者

へ の 情報提供が ます ま す重要視 さ れ て きて い る ．また ，

情報伝達手段の 発達 の み な らず医療 を取 り巻 く環境 の 変

化 もめ ざま しい もの が あ る．各施設 も試行錯誤 しな が ら

医薬品の 適止使用の 推進 や 薬剤管理 指導業務を実施 して

い る．

　市 立 池 田病院 は 病床 数264床，1 囗平均外来患者 数

1，354人 の 総 合病院 で あ る．当院 で は すべ て の 外 来患者

を対 象 に 文書 に よ る薬 効 ，副作 用，相 互 作 用 な ど の 薬 剤

情報提供を行 い ，また ，投薬 カ ウ ン ター
横 に 「お薬相談

コ
ー

ナ
ー
」，薬剤部内 に 「お 薬相談室」 を設 け，情報提

供 の 充実 と よ り綿密な服薬指導 を行 っ て い る ．さ ら に 薬

に 対す る 関心 と理 解度 の 向上 を 目的 と して ，お 薬相談

コ ーナー
横 にパ ン フ レ ッ トコ ーナーを設置 し，薬剤部お

よ び メ
ー

カ
ー

製作パ ン フ レ ッ トや薬剤部製作小 冊 r一な ど

に よ る 情報提供 を試 み て い る．こ れ らパ ン フ レ ッ ト類，

小冊子 は 月
1
ド均2，000枚以 ヒ消費 され ， 患者 の 薬 に 対す

る 関心 の 深 さが 伺 わ れ，また パ ン フ レ ッ ト類 に 対 して 患

者 か ら 質 問，問 い 合 わ せ 件 数 が 年 々 増 加 し て きて い

る
11．

　 しか しなが ら，こ れら印刷物 に よ る情報 の 関心の 高 さ

は老年層 で は 評価が 高 か っ た が，若年層 に お い て は低 い

傾 向 が あ り，また 老 年層 で は 家 庭 に 持 ち帰 り読む 傾向が

†
1
本 論文の 内容 の ．一部 は，第20回 日 本病院薬 剤師会近 畿学術 大会 （大 阪，1999イrl 月 ）で 発 表

†
2
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見 られ た が，若 年層 で は薬 の 待 ち時間 に 読 む傾向が あっ

た
21．

　今回の 研究で は幅広 い 年齢層 の 患者 へ の 服薬説明，患

者指導の 推進 を 目 的 と し，患者の 興 味 を引 き寄 せ ，さ ら

に 医薬 贔 の 理 解 を促進す る 手段 と して ，パ ー
ソ ナ ル コ ン

ピ ュ
ータ を利用 し，画像 お よび 音声を組み 込 ん だプ レ ゼ

ン テ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム （lkeda　Audio　Visual　Drug　inferma −

tion　 System ；以下，　 IAVDIS と略 す ） を構築 し，そ の 評

価 を行 っ た．

方 法

1．使用機器

　使用機器 の 構成 をFig．1に示す ．

　 1 ）ハ
ードウ ェ ア

　パ ソ コ ン 木体 ：NEC 　PC−9821C233

　 　 　 　 　 　 　 　CpU 　：　pentium　233MHz

　 　 　 　 　 　 　 　メ モ リ ：32MB

　 　 　 　 　 　 　 　ハ
ー

ドデ イ ス ク ：4GB

　 カ ラ
ーイ メ

ージス キ ャ ナ ：EPSON 　GT −9000

　　　　　　　　解像度 600dpi

　 デ ジ タル カ メ ラ ：RICHO 　DC − 1

　　　　　　　　撮像 素子41万 画素

　 タ ッ チ パ ネル ：MicroTouch　CPD −205F

　ス ピーカ ：SONY 　SRS −D300

　2 ＞ソ フ トウ ェ ア

　基 本 ソ フ ト ：Microsoft　Windows　95

　 シ ス テ ム プロ グ ラ ム 作成 ：

　 　 　 　 　 　 Microseft 　Visual　Basic

　 プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン作成 ：

　 　 　 　 　 　 Microseft　Power　Point　97

　音声録音 ：Microsoft　Sound　Recoder

2． シス テ ム の 概要

　幅広 い 年齢層 の 利 用 を求め，操作 の 利便性 を 考慮 し，

画面 に 触 れ た だ けで 動作す る タ ッ チ パ ネル を採用 し，初

期画面 の 各 ボ タ ン に 触 れ る こ とに．よ り各項 目の プ レ ゼ ン

テ
ーシ ョ ン が 開始す る シ ス テ ム と した．

　 また，初 期画面 の タ ッ チ操作以外 はすべ て 自動的 に 画

面 変 化 させ ，最 終 的 に 初 期 画面 へ と戻 る 自動 プ レ ゼ ン

テ
ー

シ ョ ン 方式を採用 した．

　画面 の 表示 と と もに，モ ニ タに設 置 した ス ピーカか ら

サ ウ ン ド レ コ
ーダ に よ り録音 した音 声 に よる 内 容 説明 が

始 ま り，視覚 と聴覚 を刺激する シ ス テ ム と した．

　情報提供内 容 は主 に外来患者 を対象 と したパ ン フ レ ッ

ト類 を基 に して
「

医薬 品 の 使 用法」，「病態 の 説明」，「患

者教育」 を コ ン セ プ トに 8項 目の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン を

作成 した，

　 ま た，プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 所要時間は 初期画 面 の ボ

タ ン を押 した後，再び 初期画面1こ．戻 る まで の 時 間 を測 定

し た．

3， IAVDIS の シス テム 評価

　調査 時 期 は平 成 10年 9 月 10 ー．平成10年12月25Eiの 約

3 カ 月 間 と し た．調査 は薬剤部お薬相談窓 口 に お い て

IAVDIS の デ モ ン ス トレーシ ョ ン を行 い ，ア ン ケ
ート用

紙 を IAVDIS 横 に設 置 配布 し，自主 記 入方式 で 回収箱 に

て 回 収す る 方法 と した，ア ン ケ
ー

トの 内 容 は 視 覚的見

解，聴覚的見解，操作的見解，さらに従来か ら の パ ン フ

レ ッ ト類 との 比 較 とい っ た Table　1 に 示す内容 と した ．

結 果

1，情報提供 シ ス テ ムの 構築

　IAVDIS の 初期画面 と具体的な 情報提供 画 面 の
一

部 を

入力機器

出力

R ・ G… r］

Fig．1．シ ス テ ム 構成 図
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Table　1，作成 し た 医薬 品情 報提 供 に対 す る評価 項 目

1 ．タ ッ チパ ネ ル で 薬の 情 報 を聞い た こ とがあ る か ？

2 ．どの 項 目の 情 報 を 聞 い た か ？

3 ．画面 の 絵，写 真 は理 解 しや すい か ？

4 ．画面 の 文 字 は読 み や す い か ？

5 ．音声は 聞き取りや すい か ？

6 ．画面操作は わ か っ た か ？

7 ．内容は 理 解で きた か ？

8 ．パ ン フ レ ッ ト，小冊 ∫
：
な どを読 んだ こ とがある か ？

9 ．パ ン フ レ ッ ト等 と比 較 して 理解 しや すい か ？

Fig．2 に 示す．

　初期画面は情報提供内容 を選択す る 形 式 で 操 作 が わ か

りや す い よ うに，ボ タ ン の み を大 きく配置 し た．

　IAVDIS に よ る情報提供 の 内容 は 薬剤部 に 問 い 合 わ せ

が多く，また説 明 が 比 較的短い 内容 の 事柄 を参考に し，

薬剤部 製 作 パ ン フ レ ッ トの 「坐 薬の 切 り方」， 「目薬 の さ

しかた」， 「うが い 薬 の 使 い 方」，「溶か して 使用する薬剤

の 使 用法」，「原液 をつ け て お 渡 し す る水薬 の 服 用方

法」，お よ び メ
ー

カ
ー

製作パ ン フ レ ッ トの 「吸 入 薬 の 使

い 方」，「喘息の 患者 さん へ の 注意点」，「痛風 とは」を参

考に 8項 目作成 した，

　各項 目 の 画 面 数 と 所 要時 間 は Table　2 に 示す よ う

に
，

5 画面〜14画 面 に よ り構 成 され，時間 に して 40秒〜

146秒間 と した． 1 画面当 りの 平均時間 は9．3秒で あ る．

　 プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 内容 は ス キ ャ ナ に よ りパ ン フ

レ ッ トの イ ラ ス トを取 り込 ん だ 画面 を用 い た もの ，デ ジ

タル カ メ ラ を用 い て 写真 を取 り込 ん だ 画面 を用い た もの

A

纔鷺 畿   入1嘉1∴纛 1∵　　　　　　　　　　　注濫藤
　 　 　 　 コ
　 ，−；　ゑま，’　　　

　　’　　tー　’
　　　

　
　・一 い

∵ 　　違 隠

パ ン フ レ ッ トか ら制

　　　「吸 入薬 の 使 い

L 　 ：：：：
Fig．2．　 IAVDIS の 初期 画 面 と情 報提供 画面

N 工工
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Table　2．項 目別画面数 と所要時間

項　　 目 画面数［椥 時間1秘

坐薬 の 切 り方 540

目 薬の さ しか た 777

うが い 薬の 使い 方 744

溶 か して 使用 す る薬剤 の 使用法 14122

原液をつ けてお渡 しする 水薬の 服用方法 864
吸 入薬 の 使 い 方 850

喘 息患者 さん へ の 注意点 10146

痛 風 とは 663

〔Fig．2）な ど趣向を凝 ら し，そ の 上，文字 の 大 き さ，

文字 の カ ラ
ー

表示 に変 化 を加 え 工夫 を し，患 者 の 興 味 を

引 き寄せ る 画面 を作成す る よ う努 め た ．

2，情報提供方法 の 評価

　IAVDIS に よる 情 報 提 供 方 法 に 関 す る 自主 記 入 方式 に

よる外来患者の 調査 に 対 し，男性40名，女性59名，無回

答 6名の 105名の 回答を得た．

　ア ン ケート結 果 は Fig．3に 示す よ うに，30歳代 以 下

の 若年層 の 1口1答 が多く見 られ た．

　タ ッ チ パ ネル の 利用度 に つ い て の 質問 に対 して は，

「利用 し た こ とが あ る」 が 24％ と ア ン ケート回 答 者 中 4

分 の 1 が こ の シ ス テ ム を複数回利用 して い る結 果 を得

た，

　構築 した IAVDIS に よ る情報提供方法に 対 して の 患者

評価を Fig．4 に示 す．

　各設問 に対す る全体 の 解答 は，画 面 の絵 ・
写真の 理 解

度 で は 「理解 しや す い 」が84％，文字の 読み や す さで は

「読 み や す い 」が 86％ ，音声の 聞き取 りや す さで は 「聞

き取 りや す い 」「普通」 を併 せ て さ5％，操作方法で は 「分

か りや すい 」，「普通 」 を併せ て96％ と全 体的に 80％以 上

で 高い 評 価を得 た，また，各項 目 と も年齢層 別 解析 で も

大 きな 差 は見 ら れ な か っ た ．

年齢

20 歳未 満

　 20 歳 代

　30歳代

　 40 歳 代

　50 歳代

　60 歳代

　70 歳代

80 歳 以 上

　 無 回 答

どの 項 目の 情報を聞 い たか （複数回答 ）

うが い 薬 の使 い 方

吸 入薬 の 使 い 方

喘 息患者 さん へ の 注意 点

坐 薬 の 切 り方

痛風 と1ま

原液 をつ けて お渡 しす る水 薬の 服用 方法

溶か して 使用する薬剤の使用法

目薬の使 い方

無 回答

42

Fig．3．ア ン ケート調査 結果 （そ の 1）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vol．27，No．3 （2001）
259

Fig．4．ア ン ケ
ー

ト調査結 果 （そ の 2 ）

理解できなか っ た

内容は理解できたか

無 回答

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よく理解で きた
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 65％

Fig．5．ア ン ケート調査 結果 （その 3 ）

　Fig．5 に示す よ うに，内容 の 理 解度 の 設 問 に は，「よ

く理解 で きた」65％ ，「ほ と ん ど 理 解 で き た 」3D％ と

95％ 以 上 の 患 者 に 理解 され た と考え られ る 回答を得 た．

　また Fig．6 に示 す よ うに 「パ ン フ レ ッ ト，小 冊 子『匙

か げ ん』 な どをご覧 に な っ た こ とが あ りま す か ？」の 問

い に は 「あ る 」61％ ，また 「あ る」 と回答 した者 に対 し

て 「パ ン フ レ ッ トと比較 して 理 解 しやす い で すか」 の 問

い に は 「非常 に 理 解 しや す い 」20％，「理 解 しや す い 」

47％，「ど ち ら に も良 い 点，悪 い 点 が あ る」23％ との 結

果 を得 た，

考 察

　 現在，情報公 開に 関する 規制緩和 に よ り，い ま まで 閉

ざ され て い た多種 多用 な情報 が 公 開 さ れ よ う と して い

る．医療現場 も例 外で は な く，
カ ル テ の 開示等多 くの 問

題 を抱 え なが ら， 情報公 開が 行 わ れ よ うと して い る ，ま

た，医薬 品 に 関 して は，厚生省医薬安全局 よ り平 成 11年
3 月に 医薬 品 情 報提供 シ ス テ ム の 開始 に つ い て通 知が あ

り，同 5 月 よ り医 薬品の 安全使用推進 の 目的で 医薬品 の

添付文書，副作用等イ ン ター
ネ ッ トを介 して 提供 され て

い る
3）．

　適正 使 用 の 推進 を 図る た め ，平成 9 年12月の 第 3次医

療法改定 に よ り医療提供者が患者 に対 し医療の 内容 に つ

い て 十分説明を行うこ と （イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ン セ ン ト）
が 求め られ て お り，医 療の 担 い 手 は 医療を提供する に当

た り，適切な説明を行い ，医療 を受け る者 の理 解 を得る

よ う努 め る もの と され た．また，平成 9 年 4 月 の 薬 剤師

法の 改定 に よ り薬 剤師 は患者に 対 して 調剤 した医薬 品 の

適 用 使用 に 必 要 な 情報の 提供が義務付け られ た．多 くの

施設で は外来患者 に 対 して 文書 に て 処方薬剤情報 の 提供

を行 な っ て き て い る
4’．しか しな が ら，医薬 品 の 適正 使

用 の た め に は，こ れ らの 情 報 提 供 を患者サ イ ドで 認 識，
理 解す る こ と が 不可欠 で あり，

こ の 問 題 点 を 解決す る た

め，薬剤師 は 各施設 独 自の 工 夫 を行い ，患者 に 対する 啓

発活動 を行 っ て い る
5），

　当病 院 の 外来患者 に 対 す る 医薬 品情報提 供方法 を
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パ ンフ レ ッ ト、小 冊 子 を読ん だことがあるか パ ンフ レッ ト等と比 較 して 理 解しや すい か

理解しにくい

　 2％

騨
答

Fig．6．ア ン ケ
ー

ト調査結果 （そ の 4 ）

インタ
ー

ネッ

　 　 　 （病

］
　 薬剤部及びメーカー制作パ ンフレッ ト

　 小 冊 子 「匙 か げん 」

瀝

薬剤情報提供 文書

お薬相談 コ
ー
ナ
ー

お薬相談室

Fig．7．外来患 者に 対 す る 医薬品情 報提供 方法

Fig．7 に 示す，当病院 で は，患者服 薬指導 の
．・

貰 と して

薬剤部お よ び メ
ーカー製作 パ ン フ レ ッ ト，薬剤部製作小

冊子 「匙か げん」を外来待合ホ
ー

ル 内 お薬相談 コ ーナー

横 に 設 置 し配布を実施して きた，こ れ ら印刷物 に よ る患

者 指 導 は 個 々 の 患者 に は対応 で きな い が，医薬品の 適切

な使用法，服用方法 な ど医薬 品 知識 と し て 患者が 知 るべ

きこ と を伝 え る
一
手段 と して 考 えて い る．しか し な が

ら，こ れ ら印刷物 に よる 情報の 関心の 高 さ は若年層 に お

い て は 低 く，また 患者 の 医薬品 に 対 す る 関 心 度 は 高い

が ， 薬剤師 か らの 情報提供 は ト分 で な い の が 現状 で あ

る 6｝，

　 また，個 々 の 患者へ の 医薬品の 情報提供 に は薬 剤師の

数が 必 要 と なり，当院で は薬剤師数 の 増 員 は 困難 な状況

にあ る ため，個 々 の 患者へ の 医薬品 情報説明の た め の 薬

剤師 の 確保が 必要な く，さ らに幅広 い 患者層 に 医薬品 の

適 正 使用 へ の 理 解 と 医薬品 に 関す る 関心 度 を向上 させ る

情報提供手段 の 構築が必要 と考 え た．そ こ で ，外来患者

待合 ホ
ー

ル に お い て ，会計 お よび調剤 薬 の 待 ち時間を利

用 し ，
ま た従来か らの パ ン フ レ ッ トを 利 用 した 医薬品情

報提供 を参考 に 情報提供手段の 構築 を行 っ た．

　IAVDIS は 実物 の 医薬品画像 や イ ラ ス ト を 用 い た 映

像，音 声録音 に よ る 器械的で ない 自然 な音響，操作 の 簡

便性 を重視 した タ ッ チパ ネル を採用 した ，コ ン ピュ
ー

タ

画面 を用 い る こ と に よ り，従来の 印刷物 に比べ ，画像が

次 々 に 自然 に 変化す る た め 患者へ の 関心度 は 高い と思 わ

れ る．

　 タ ッ チ パ ネル は現在，コ ン ピュ
ータ入 力 に必要な キ

ー

ボードや マ ウス の 煩 わ し さが な い 簡便 さで 多 くの 公共施

設 に お い て 利 用 され，当病院に おい て も再診療受付機 に

て 採用 され て い る．キ
ーボードや マ ウ ス で は，操 作 ミ ス

に よ る シ ス テ ム の 停止，破損
・
故障が 考 え ら れ る が

，

タ ッ チ パ ネル を導 入 す る こ とに よ り，操作 ミ ス もなく，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vol．27，No．3 （2001）
261

画面を直接触れ れ ば 良い と い っ た 簡単な操作 の た め 高齢

者 か ら小児ま で，ほ とん ど の 患者に 操作で きた と考え ら

れ る．

　 Fig．6 に 示す よ うに，従来 か ら医薬 品 情報提供 と して

行 っ て き たパ ン フ レ ッ ト類 へ の 関 心 度は 今回の 調査 で も

高 い こ とが 示唆され ， また ， IAVDIS を利用 した 患 者 は

従 来 方法 よ り理 解度の 向上 が 計 られ た と考えられ る．

　 しか しな が ら，患 者サ イ ドで の 情報 の 保存の 問題 と し

て
，

パ ソ コ ン に よ る 説明 だ けで は そ の 場限りで ある た め

不 卜分で あり，従来か らの パ ン フ レ ッ ト類 を併用 す る こ

とに よ り理 解度 の 持続 が 得 ら れ る，また コ ン ピ ュ
ータ画

面 か らの 情報伝達 で は 情報量 の 少な さ も否 め な い 事実 で

ある，そ こで パ ン フ レ ッ ト類 の 内容 をさらに 充実強化

し，こ れ ら 2者の 併 用 に よ り，患 者 の 薬 に 対す る 深 い 理

解が 得 ら れ る こ と と 示 唆 す る．

　IAVDIS の 特徴 と して，画面 変化 お よ び音声に よ る患

者興味の 向上 ，また 知 りた い 情報の 選択 が患者自身で 行

うこ とが で きる 点 で あ り，また 情報内容 は デ ジ タ ル カ メ

ラ，ス キ ャ ナ等画像取 り込 み 機器の 発達 に よ り簡単に薬

剤部で 作成す る こ とが 冂∫能 で あ り，情報内容 の 更新，追

加 は随時 に 行 うこ とが で きる 点で あ る．

　現 在，IAVDIS の 内容 は 「医薬品の 使 用 法」，「病態の

説 明 」，「患 者教育」で 構成 して お り，8項目作成 し情報

提供を行 っ て い るが，今 回 の 調査 に よ り項目の 追加希望

が 多数寄せ ら れ た ．特 に，医 薬 品 の 服 用 方法，使用 法，

副 作用，また病態に つ い て も意見が 寄せ られ，改 め て 患

者の 医薬品に 対する 関心度，薬剤師に 対す る認識 度が 高

ま っ て い る こ とが感 じ られ ，情報提供活動 の 必 要 性が 示

唆 さ れ た，

　今回構築した IAVDIS で の 情報提供 に よ っ て 外来患者

の 興味 を引 きつ け，医薬 品 に つ い て 理 解 し や すく，患者

自身で 知 りた い 情報 を簡単 に 選択 で き る シ ス テ ム が実現

した と考 える，
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